
平成３０年度 第１回職能委員会 記録（メモ）   

201８年 4 月 5 日（火）18:00～20:00 

JIDA 事務局 ギャラリースペース 

 

出席者（敬称略） 上田（担当理事）、安藤、内野、浅香、横田、丸山、堀越 

 

１．上田担当理事 挨拶 

 

２．新年度活動計画について 

案として、 

① ”デザイン業”事業環境整備として、ロイヤルティー型報酬のガイドライン研究 

② 弁理士会との共同研究 

③ ウェブでの情報発信 

④ 組織の見直し（関西、中部の組織化、若手委員増強、委員長交代） 

 

活動計画について主な意見 

・委員会の目的は何か 

（あらためて確認）委員会は、インダストリアル（＝産業）デザインとして、 

①インダストリアルデザイナー職能の今日的在り方研究 

②インダストリアルデザイナーの役割認知および地位向上 

③産業として“デザイン業”の事業環境整備 

・ちいさな企業の話ばかりでなく、企業も巻き込む、大きな仕事をしている会員の話を聞くなどあって 

良いのでは。 

・まずインハウス委員会の佐藤理事とコンタクトをとってみてはどうか。浅香委員が打診。 

・ウェブでの発信は委員会の想いが伝わるようにすべき。 

・会員意識調査を実施したい。定点観測とれば来年１月か。 

・ウェブでの実施方向で検討に入る。集計担当は、横田委員。 

・委員募集に際し、フリーランスが多く平日に集まりにくいとすれば、土日の開催も検討してはどうか。 

・新委員長は、本日欠席であるが吉田氏を候補に挙げたい。堀越と丸山委員が打診する。 

・・・新委員長決定まで、堀越が委員長を代行する。 

・D-8 デザイン保護研究会もメンバーを替えたい。 

・・・内野委員が担当、出席する。新年度は４月１８日開催。 

 

＊次回委員会 吉田氏参加可能なら、土曜日開催 

６月２３日または３０日（土）15：00 より 

 

 

 

 

 

 

 


